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「一年生だョ全員集合!!」
　村内各小中学校で４月６日、入学式が
行なわれました。
　東小学校では、26人の子どもたちが元
気に入学。
　いよいよ始まる小学校生活。入学式の
緊張から開放された子どもたちは、みん
な笑顔になっていました。

主な内容
■緊急告知FMラジオが運用開始 …P２
■平成21年度予算 ………………P４
■平成21年度新役員紹介 ………P８
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大
規
模
災
害
な
ど
の
緊
急
情
報
を
伝
え
る

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
運
用
を
開
始

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

　
　
　
　
　
　

の
仕
組
み

　

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
は
、
地

震
や
火
災
、
大
規
模
な
事
故
の
情

報
や
気
象
情
報
な
ど
、
村
が
緊
急

の
告
知
を
要
す
る
と
判
断
し
た
場

合
に
放
送
し
ま
す
。

　

緊
急
告
知
放
送
は
、
緊
急
信
号

を
受
信
す
る
と
自
動
的
に
電
源
が

入
り
、最
大
音
量
で
放
送
が
流
れ
、

緊
急
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
注
意
を

喚
起
し
ま
す
。

　

電
源
に
は
充
電
式
の
電
池
を
採

用
し
て
い
ま
す
の
で
、
停
電
時
な

ど
「
い
ざ
」
と
言
う
と
き
に
効
果

を
発
揮
し
ま
す
。

　

こ
の
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
は
、

村
が
沼
田
エ
フ
エ
ム
放
送
㈱
に
委

託
し
て
行
い
ま
す
。

ど
ん
な
と
き
に

放
送
す
る
の

　

緊
急
告
知
放
送
は
村
内
に
お
い

て
、「
人
的
・
財
産
的
被
害
」
が
発

生
し
た
、
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
っ
て
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
緊

急
の
告
知
を
す
る
こ
と
が
必
要
と

村
が
判
断
し
た
場
合
に
放
送
さ
れ

ま
す
。

■こんなとき緊急告知の放送を行います■

情　　　報 条　　　件

自
然
災
害

地　　震 震度５強以上の大地震が発生した場合

火　　災
村内で火災が発生した場合（村内における全ての
火災の発生・鎮火を放送）

火山噴火
噴火警戒レベルにかかわらず、灰が降るなどの影
響がある場合

気象関係
大雨・暴風・暴風雪・洪水・大雪の全５種類のい
ずれかの警報が発表された場合（発表・解除を放
送）

生
活
に
著
し
い
影
響
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
も
の

水道・電気・電話など
ライフラインの不通

復旧に時間がかかる場合（業者からの情報を状況
に応じて放送）

大 事 故 必要に応じて放送

防犯情報
不審者情報や犯罪が発生した場合（沼田警察署や
昭和駐在と協力して放送）

疫病の発生
新型鳥インフルエンザなど、疫病で外出を規制す
る場合

猛獣の出現や被害 クマなど猛獣が出現・被害が発生した場合

行方不明者など
認知症の人・自殺の可能性がある人・家出人など、
生命の危機が予測される場合
※ただし、個人情報については十分に配慮して

　

村
で
は
４
月
１
日
か
ら
、
沼
田
エ
フ
エ
ム
放
送
㈱
（
Ｆ
Ｍ
―

Ｏ
Ｚ
Ｅ
）
に
委
託
し
、
火
災
や
大
規
模
な
災
害
な
ど
が
発
生
し

た
際
、
通
常
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
に
直
接
割
り
込
ん
で
放
送
で

き
る
、
緊
急
放
送
割
り
込
み
シ
ス
テ
ム
「
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

３月31日に行われた運用開始式で契約書を手に握手を交わす
沼田エフエム放送㈱中林寿緒社長と加藤村長
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緊急告知ＦＭラジオ運用開始のごあいさつ
　　

訓
練
放
送
を
実
施
し
ま
す

　

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
確
実

な
運
営
を
図
る
た
め
、
毎
月
訓
練

放
送
を
実
施
し
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

起
動
信
号
も
毎
回
放
送
し
ま
す
。

■
訓
練
放
送
実
施
日 
毎
月
第
３

月
曜
日　

正
午

　

訓
練
放
送
で
は
、
実
際
の
緊
急

放
送
と
同
じ
最
大
音
量
で
放
送
を

行
い
ま
す
。

　
「
い
ざ
」
と
言
う
時
に
備
え
る

た
め
、
訓
練
放
送
が
受
信
で
き
て

い
る
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

１
台
目
の
購
入
を助

成
し
ま
す

　

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
は
現
在
、

村
内
で
お
よ
そ
70
％
の
世
帯
の
皆

さ
ん
に
導
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
本
体

価
格
は
８
，
４
０
０
円
で
す
。

　

村
で
は
、
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
の
よ
り
広
い
普
及
を
目
指
し
、

一
台
目
の
本
体
価
格
の
お
よ
そ
３

分
の
２
を
助
成
し
ま
す
。
そ
の
た

め
同
一
世
帯
で
初
め
て
購
入
す
る

際
は
、
２
，
５
０
０
円
で
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
村
内
に
事
業
所
を
有
す

る
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
も
、
村
民

同
様
に
一
台
目
を
購
入
す
る
際
に
、

２
，
５
０
０
円
で
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

購
入
を
希
望
す
る
な
ど
、
詳
し

く
は
、
村
役
場
総
務
課 

☎
24
│

５
１
１
１
（
内
線
13
・
14
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　村民の皆さん、こんに
ちは。「緊急告知ＦＭラ
ジオ」が、４月１日から
本格運用となりました。
　「緊急告知ＦＭラジオ」
は、ＦＭ放送局の電波を
利用して情報を伝達する
ため、大規模な工事が必
要なく、防災無線に比べ
てコスト面で優れている
こと、また家の中で緊急

放送を聴くため音が風雨に影響されず、避難時に持ち運
びが可能なことなど、様々な利点があります。
　現在、各区長さん、班長さんのご協力をいただき、加
入率は村内全世帯のおよそ70％となっています。
　安心・安全の村づくりのためには、「自分の身は自分で
守る」という自助と、「自分たちの地域は自分たちで守
る」という共助が不可欠で、災害の未然防止を図るうえ
で「緊急告知ＦＭラジオ」がかかせない存在になること
と思います。
　村でも、「緊急告知ＦＭラジオ」の導入を機会に、村民
の皆さんが安全で安心して暮らせる地域社会実現のため
更に努力していく考えであります。
　今後とも、防災行政の推進に対しまして、より一層の
ご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ま
ず
は
…

　
　
　
「
電
源
」
の
確
認
を

　

ラ
ジ
オ
の
中
に
充
電
池
を
３

本
、
正
確
に
入
れ
て
下
さ
い
。

プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
が

間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

間
違
っ
た
方
向
に
電
池
を

セ
ッ
ト
す
る
と
電
源
は
入
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
電
池
を
入
れ
た
ら
電

源
コ
ー
ド
を
常
に
コ
ン
セ
ン
ト

に
入
れ
て
充
電
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
充
電
し
て
お
く
こ
と

で
停
電
の
時
に
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
が
起
動
し
、
証
明
ラ
ン

プ
が
つ
き
ま
す
。

ア
ン
テ
ナ
を

調
整
し
ま
し
ょ
う

　

本
体
上
部
の
ア
ン
テ
ナ
を

い
っ
ぱ
い
に
引
き
出
し
て
、
向

き
を
か
え
た
り
、
窓
際
に
ラ
ジ

オ
を
移
動
し
た
り
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

そ
れ
で
も

　

う
ま
く
受
信
で
き
な
い
場
合

　

付
属
の
コ
ー
ド
状
の
Ｔ
型
ア

ン
テ
ナ
を
差
し
て
下
さ
い
。

　

差
し
方
は
ラ
ジ
オ
の
上
の
青

い
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
、
ア
ン
テ

ナ
の
コ
ネ
ク
タ
ー
部
分
を
差
し

込
み
ま
す
。
線
を
ほ
ど
い
て
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
〝
Ｔ
〞
の

形
に
広
げ
、
壁
や
窓
に
貼
り
付

け
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｔ
型
ア
ン
テ
ナ
を
用
い
て
も
、

よ
く
入
ら
な
い
場
合
は
ラ
ジ
オ

の
故
障
や
充
電
の
線
に
原
因
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
昭
和

村
役
場
総
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

う
ま
く
受
信
で
き
な
い
と
き
は
…

う
ま
く
受
信
で
き
な
い
と
き
は
…

　

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
は
普
段
、
電
源
を
オ
ン
に
す
る

と
Ｆ
Ｍ
｜
Ｏ
Ｚ
Ｅ
の
番
組
を
聞
く
事
が
で
き
ま
す
。

　

も
し
、
電
源
を
オ
ン
に
し
て
も
放
送
を
う
ま
く
受
信
で

き
な
い
場
合
は
次
の
こ
と
を
確
か
め
て
下
さ
い
。

昭和村長

加 藤 秀 光

付属のT型アンテナ



歳 入

村税
９億1,229万1千円
（26.2％）

村民税（個人）
28.8％

２億6，311万1千円

5億2，473万9千円

3,592万4千円

軽自動車税　　　
2,064万4千円

入湯税　　
   22万8千円

6,764万5千円

固定資産税
57.5％

2.3％

村民税（法人）
7.4％

たばこ税
3.9％

地方交付税
11億4,300万円
（32.8％）

地方譲与税　　7，424万円（2.1％）

諸収入　1億1,838万8千円（3.4％）
村債　　1億5，000万円（4.3％） その他　7，718万5千円（2.2％）

地方消費税交付金
　4，750万円（1.4％）

自動車取得税交付金
　5，730万円（1.6％）

国庫支出金
　１億4，631万9千円（4.2％）
国庫支出金
　１億4，631万9千円（4.2％）

県支出金
　２億2，431万5千円（6.4％）
県支出金
　２億2，431万5千円（6.4％）

繰入金
　5億3，496万2千円（15.3％）
繰入金
　5億3，496万2千円（15.3％）

繰越金
　300万円（0.1％）
繰越金
　300万円（0.1％）

村税の内訳

歳
入
の
概
要

歳　 入

用 語

解 説
の

4

34億8,850万円

　

も
っ
と
も
大
き
な
比
率
を
占
め

る
の
は
地
方
交
付
税
で
、11
億
４
，

３
０
０
万
円
（
前
年
度
比
5.0
％
減
）

と
、
歳
入
全
体
の
32
・
８
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

村
税
は
関
屋
工
業
団
地
へ
の
企

業
進
出
な
ど
に
よ
る
税
収
増
に
よ

り
、
９
億
１
，
２
２
９
万
１
千
円

（
前
年
度
比
9.1
％
増
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
前
年
度
に
比
べ
、

６
，
０
３
１
万
５
千
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
主
な
要
因
は
、

村
税
収
入
の
増
額
と
臨
時
財
政
対

策
債
に
振
り
替
え
が
あ
っ
た
た
め

で
す
。
そ
の
た
め
村
債
は
50
％
増

の
１
億
５
，
０
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

  

繰
入
金
は
、
財
政
調
整
基
金
・

赤
城
西
麓
事
業
基
金
・
減
債
基
金

の
合
計
、
５
億
３
，
４
９
６
万
２

千
円
で
（
前
年
度
比
18
・
２
％
減
）

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

３
，８
５
０
万
円
増
額
の
34
億
８
，

８
５
０
万
円
（
前
年
度
比
1.1
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
自
主
財
源
の
予
算
に
占

め
る
比
率
は
上
が
っ
て
き
て
い
る

も
の
の
、
地
方
交
付
税
が
歳
入
の

３
分
の
１
を
占
め
、
依
然
と
し
て

依
存
財
源
の
比
率
が
高
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

安心
安全・子育てしやすい村を目指して

自主財源 　村が独自に確保でき
るお金。村税や施設使用料など。
依存財源 　国や県の判断により
割り当てられるお金。地方交付
税のほか、村債も依存財源にあ
たる。
村税　皆さんからの税金で賄わ
れるお金。昭和村では、村民税、
固定資産税、たばこ税、軽自動
車税等が村税になる。
地方交付税 　地方公共団体が行
う業務を、すべての市町村が同

じように行えるために、ある一
定の基準で国が市町村に支給す
るお金。
地方譲与税 　国税として徴収し
たものを、市町村に対して譲与
するお金。
地方消費税交付金 　５％の消
費税のうちの１％分が地方消費
税交付金。人口及び従業者数で
あん分して交付される。
自動車取得税交付金 　自動車
取得税の一部を財源として、村

道の長さや面積に応じて、県が
村へ交付するお金。
県支出金　県から市町村へ、特定
の事業に対して支給されるお金。
国庫支出金　国から市町村へ、
特定の事業に対して支給される
お金。
繰入金　他会計や基金などから
繰り入れたお金。
村債　事業を行うために村が借
りるお金。

平成21年度の当初予算が、３月議会で可決されました。一般会計は34億8,850万円で、前年度当初予算に比べ、
1.1％の増額。特別会計は21億5,032万円です。合計では前年度に比べ0.3％の増額となりました。

このページでは、平成21年度当初予算のおもな内容についてお知らせします。



歳 出

衛生費　2億1,492万6千円（6.2％）

総務費
7億554万2千円
（20.2％）

民生費
8億2,460万5千円
（23.6％）

農林水産業費
6億9,388万4千円
（19.9％）

土木費
1億6,994万5千円
（4.9％）

消防費
1億8,307万6千円
（5.2％）

消防費
1億8,307万6千円
（5.2％）

教育費
3億1,862万8千円（9.1％）
教育費
3億1,862万8千円（9.1％）

公債費
3億49万5千円（8.6％）
公債費
3億49万5千円（8.6％）

その他　1,672万1千円（0.5％）その他　1,672万1千円（0.5％）
議会費　6,067万8千円（1.8％）議会費　6,067万8千円（1.8％）

村債務残高（見込）
（単位：百万円）

区　分
平成20
年度末

平成21
年度末

一 般 会 計 2,492 2,385

簡 易 水 道
事 業 会 計

476 555

農業集落排水
事 業 会 計

3,146 3,017

債務負担行為 1,320 1,101

合 計 7,434 7,058

※利子は含みません（債務負担行為は除く）

歳　 出

用 語

解 説
の

平成21年度当初予算

5

　

総
務
費
は
７
億
５
５
４
万
２
千

円
（
前
年
度
比
2.8
減
）
で
、
そ
の

主
な
要
因
は
関
屋
工
業
団
地
企
業

誘
致
奨
励
金
の
減
額
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

民
生
費
は
子
育
て
支
援
金
事
業

に
よ
る
増
額
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
比
5.0
％
の
増
額
の
８
億
２
，
４

６
０
万
５
千
円
。

　

衛
生
費
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
、
燃

え
な
い
ゴ
ミ
の
搬
入
量
の
減
少
に

よ
る
負
担
金
の
減
額
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
比
8.8
％
減
額
の
２
億

１
，
４
９
２
万
６
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
は
６
億
９
，
３

８
８
万
４
千
円
（
前
年
度
比
6.9
％

増
）
で
、「
野
菜
王
国
・
群
馬
」
強

化
対
策
事
業
、
農
山
漁
村
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
よ
る
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
木
費
は
１
億
６
，
９
９
４
万

５
千
円
（
前
年
度
比
4.9
％
増
）で
、

千
年
の
森
進
入
路
改
良
工
事
に
よ

る
増
額
。

　

消
防
費
は
消
防
団
詰
所
２
カ
所

建
設
に
よ
る
増
額
で
、
１
億
８
，

３
０
７
万
６
千
円
（
前
年
度
比

8.3
％
増
）。

　

公
債
費
は
、
多
目
的
屋
内
運
動

場
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
外
構
工
事
の

償
還
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
２
，

５
０
０
万
円
減
額
の
３
億
４
９
万

５
千
円
（
前
年
度
比
7.7
％
減
）
と

な
り
ま
し
た
。

平成21年度
当初予算

歳
出
の
概
要

34億8,850万円

議会費　村議会の運営の経費や
議員報酬など。
総務費　おもに人件費や事務費、
広報しょうわの発行、選挙などの
お金。
民生費　社会福祉や児童福祉
（保育園の管理・運営など）、老人福
祉の経費。
衛生費　病気予防の各種健診や母
子保健事業の経費。毎日家庭から
出るごみ処理のための経費など。
農林水産業費　農林業の振興や
土地改良事業の経費。

土木費　村道・橋梁の整備や砂
防工事、除雪などの費用。
消防費　消防・防災施設整備の
経費（消防団の運営、消防詰所の
整備など）。
教育費　学校教育（小中学校の
管理費）や社会教育（講演会や各
種体育大会などの開催）、給食セ
ンターの経費など。
公債費　過去に事業をするため
に借り入れた村債の元金・利子の
返済金。
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一般
会計

こんな事業を行います

一般会計34億8,850万円の使いみち

　保育園に入園している園児の
保護者に対して、保育料の20％
を支援します。

事業費

１,２５０万円

子育て支援事業
　野菜生産の担い手育成、施設
整備（パイプハウスリース事
業・防風ネット補助事業等）の
推進等による生産基盤の強化を
行います。

事業費

３,５３９万１千円

「野菜王国・群馬」強化対策事業

　千年の森スポーツセンター進
入路などの整備を行います。

事業費

１億１,５５０万２千円

道路新設改良事業

　火災や大きな地震などの緊急
事態発生時にＦＭラジオ放送に
直接割り込んで放送する緊急告
知FM放送を、沼田エフエム放送
に委託し実施します。

事業費 １６０万円

緊急告知ＦＭラジオ放送委託事業

　関屋工業団地に進出した企業
に対して、奨励金を交付します。

事業費　　

１億５,５１０万８千円

企業誘致事業 農山漁村活性化プロジェクト
支援交付金事業

　苗畑跡地区画整理（実施設
計・用地買収・電柱移転補償・
水道管布設替工事）を行います。

事業費　　

３,０００万円



平成21年度当初予算

村民一人当たりに使われるお金
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特別会計についてお知らせします 特別
会計

国 民 健 康 保 険
　農業、自営業、退職し
た人などの医療給付費と、
後期高齢者支援金と、農業、
自営業など40～64歳の
人の介護給付費を負担す
る会計です。
予算
 １０億１０６万円

介 護 保 険
　介護を必要とする人の
介護サービスや、介護予
防サービスを提供する会
計です。

予算
 ５億３,５３５万５千円

農業集落排水事業
　貝野瀬生越、糸井三ツ
谷、昭和南、永井入原地区
の下水処理施設の管理と、
戸別浄化槽の設置及び管
理を行う会計です。

予算
 ３億３,５９２万９千円

老 人 保 健
　75歳以上（65歳から74
歳までの方で一定の障害認
定を受けた）の方の医療費
（平成20年３月診療分まで）
を負担する会計です。

予算
 １５５万６千円

後 期 高 齢 者 医 療
　75歳以上（65歳から74歳
までの方で法令で定める程度
の障害の状態にあると広域連
合に申請し認定された）の方
の、医療を負担する会計です。

予算
 ７,２２２万８千円

簡 易 水 道 事 業
　安全な上水を確保、供給す
る会計です。
　老朽管の更新や、水源浄水
施設と配水施設の維持管理
を行い安定供給をします。

予算
 ２億４１９万５千円

年間： 449,723円

人口： 7,757人

 （H21.4.1 現在）

土木費

 21,909円

消防費

 23,601円

総務費

 90,956円

教育費

 41,076円

民生費

 106,305円

公債費

 38,739円

衛生費

 27,707円

その他

 2,156円

農林水産業費

 89,453円



消
防
団

交
通
指
導
員

8

              

平
成
21
年
度
ス
タ
ー
ト

新
役
員
さ
ん

を

 
紹
介
し
ま
す

　

い
よ
い
よ
平
成
21
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
新
し
い
区
長
さ

ん
や
消
防
団
・
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
、
役
場
職
員
・
教
職
員
の
人
事
異
動
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

区

長

□
永　

井　
　

藤　

井　

信　

男

□
入　

原　
　

堤　
　
　

政　

雄

□
川　

額　
　

竹
之
内　
　
　

章

□
鎌　

沢　
　

真　

下　

直　

治

□
上　

組　
　

澤　

浦　

與
志
夫

□
中　

組　
　

真　

下　
　
　

徹

□
下　

宿　
　

保　

坂　

元　

雄

□
入　

沢　
　

諸　

田　

幸　

治

□
三
ツ
谷　
　

星　

野　

種
次
郎

□　
　
　
　
　

金　

井　

健　

一

□　
　
　
　
　

金　

井　

正　

夫

□
吹　

張　
　

加　

藤　

久　

夫

□　

宿　
　
　

加　

藤　

久　

俊

□
中　

宿　
　

石　

井　
　
　

亘

□
中
内
出　
　

山　

後　

孝　

之

□
常　

木　
　

小　

澤　
　
　

誠

□
滝　

寺　
　

後　

藤　

利　

雄

□
南
内
出　
　

石　

井　

金　

徳

□
上
内
出　
　

吉　

野　

則　

夫

□
田　

岸　
　

吉　

澤　

高　

行

□
大　

堀　
　

戸　

村　

恒　

男

□
滝
久
保　
　

田　

村　
　
　

啓

□
池　

原　
　

根　

岸　

秀　

樹

□
生　

越　
　

熊　

谷　

英　

一

□
中
野
下　
　

星　

野　

吉　

徳

□
中
野
上　
　

関　

上　

和　

義

□
長
者
久
保　
　

伊　

藤　

和　

正

□
大
河
原　
　

星　

野　
　
　

明

□
追　

分　
　

石　

井　

美　

夫

□
赤　

谷　
　

高　

橋　

曻　

三

□　
　
　
　
　

兼　

田　

政　

昭

□　
　
　
　
　

南　

沢　

一　

夫

□　
　
　
　
　

小　

林　

繁　

樹

□　
　
　
　
　

塚　

本　

昭　

夫

区
長
会
正
副
会
長

決
ま
る

　

区
長
会
議
が
４
月
６
日
に

行
わ
れ
、区
長
会
長
に
池
原

区
長
の
根
岸
秀
樹
さ
ん
が
、副

会
長
に
鎌
沢
区
長
の
真
下
直

治
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

副会長

真下  直治さん
会　長

根岸  秀樹さん

団　　長

澤浦　範行さん

団　
　
　

長　

澤　

浦　

範　

行

副

団

長　

竹　

吉　

弘　

行

〃

　

竹
之
内　

信　

一

ラ
ッ
パ
長　

臼　

木　

英　

幸

第
１
分
団
長　

真　

下　

伸　

夫

第
２
分
団
長　

新　

木　

正　

男

第
３
分
団
長　

唐　

澤　

徹　

也

第
４
分
団
長　

高　

橋　

正　

光

第
５
分
団
長　

藤　

井　

和　

信

第
６
分
団
長　

中　

里　

慎
太
郎

第
７
分
団
長　

茂　

木　

智　

之

第
８
分
団
長　

横　

坂　
　
　

晃

第
９
分
団
長　

後　

藤　

信　

行

第
10
分
団
長　

林　
　
　

正　

明

隊　
　
　

長　

藤　

井　

正　

浩

副

隊

長　

金　

井　

作　

男

班　
　
　

長　

金　

子　

洋　

一

〃

　

新　

木　

篤　

志

隊　
　
　

員　

竹　

内　

貞　

衛

〃

　

横　

坂　

雅　

信

〃

　

諸　

田　
　
　

顕

〃

　

加　

藤　

拓　

也

〃

　

阿　

部　

伸　

明

〃

　

青　

木　

敏　

二

〃

　

飯　

塚　

伸　

子

〃

　

川　

田　

寿
美
江

隊　　長

藤井　正浩さん

橡

久

保

北

部

橡

久

保

南

部

赤

城

原

第

一

赤

城

原

第

二

松
之
木
平

第

一

松
之
木
平

第

一



フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ンを

紹
介

横
浜
市
よ
り参

り
ま
し
た

人　

事　

交　

流
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税 務 課

石井　太作

企 画 課

後藤　與四也

議
会
事
務
局

▼
局
長　

⻆
田
康
夫（
産
業
課
）

総　

務　

課

▼
主
査　

加
藤
繁
範（
社
会
福
祉

協
議
会
）、▼
主
任　

綿
貫
寿
美
子

（
出
納
室
）、▼
主
任
技
手　

重
田

廣（
教
育
委
員
会
事
務
局
）、▼
主

事（
課
付
横
浜
市
財
政
課
派
遣
）　

関
上
亮
介（
総
務
課
）、　

▼
主
事

（
課
付
介
護
保
険
事
務
所
派
遣
）　

倉
沢
圭
亮（
保
健
福
祉
課
）

企　

画　

課

▼
広
報
統
計
係
長　

佐
藤
好
美

（
税
務
課
）、▼
主
任　

後
藤
與
四

也（
横
浜
市
よ
り
派
遣
）

税　

務　

課

▼
課
長
兼
務　

加
藤
生（
総
務
課
）、

▼
係
長　

石
井
淑
子（
総
務
課
）、

▼
主
事
補　

石
井
太
作（
新
採
用
）

出　

納　

室

▼
主
任　

根
岸
ま
さ
み（
企
画
課
）

保
健
福
祉
課

▼
課
長　

関
上
通
俊（
建
設
課
）、

▼
課
長
補
佐
兼
保
険
係
長　

橘
ヒ

ロ（
産
業
課
）、▼
課
長
補
佐（
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

川
端
宏

行（
建
設
課
）、▼
課
長
補
佐（
課
付

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）　

兵
藤
勉（
産
業
課
）、▼
係
長　

堤

美
徳（
昇
任
）、▼
主
任　

川
端
崇

（
総
務
課
）、▼
栄
養
士　

松
井
亜

佐
美（
臨
時
）

産　

業　

課

▼
課
長　

小
林
勝
典（
議
会
事
務

局
）、▼
課
長
補
佐
兼
産
業
振
興

係
長　

綿
貫
百
合
子（
保
健
福
祉

課
）、▼
農
政
係
長　

林
孝
志（
企

画
課
）

建　

設　

課

▼
課
長　

横
坂
明（
保
健
福
祉

課
）、▼
上
下
水
道
係
長　

髙
橋
昭

仁（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

教
育
委
員
会

▼
次
長　

林
栄
一（
税
務
課
）、▼

課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
係
長　

堤

重
典（
総
務
課
）

第
一
保
育
園

▼
保
育
士　

塚
本
由
美
子（
臨
時
）

第
二
保
育
園

▼
保
育
士　

石
井
美
樹（
第
１
保

育
園
）

退　

職　

者
　
　

▼
次
長　

吉
野
茂
春（
教
育
委
員

会
事
務
局
）、▼
主
任
保
育
士　

金

子
光
江（
第
２
保
育
園
）、▼
栄
養

士　

千
石
直
美（
保
健
福
祉
課
）、

▼
主
任
技
手　

山
口
直
治（
総
務

課
）

　

新
規
採
用
で
す
。皆
さ

ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
!!

　

横
浜
市
よ
り
人
事
交

流
で
参
り
ま
し
た
。

　

一
年
と
い
う
短
い
間
で

す
が
、昭
和
村
と
横
浜
市

の
か
け
橋
と
な
れ
る
よ

う
、努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　教職員人事異動 敬称略
（　）内は前任校

□東　　小

教　　諭　金子三代子（新 治 小）

主幹事務長　大嶋　良子（片 品 中）

□南　　小

校　　長　倉澤　由之（池 田 小）

教　　諭　佐藤　真理（沼田東小）

臨　　時　髙橋　博子（臨　　時）

栄 養 士　髙橋　美咲（臨　　時）

□大河原小

教　　頭　小林　克宏（県 教 委）

教　　諭　髙橋理恵子（川 田 小）

□昭和中学校

教　　諭　岡田　秀久（派遣解除）

教　　諭　今井　幸生（派遣解除）

教　　諭　星野　純一（片 品 小）

古馬牧小　佐藤喜代美（東　　小）

桃 野 小　髙橋　芳夫（南　　小）

桃 野 小　白鳥　正巳（　 〃 　）

渋川古巻中　田中　　均（大河原小）

川 田 小　星野　智子（　 〃 　）

沼田東中　小野　達寿（昭 和 中）
ロ ン ド ン　星野　文隆（　 〃 　）
日本人学校

大河原小　原澤　　修（東　　小）

統 括 補 佐　角田　　実（大河原小）事　務　長

転　入

転　出

転　補

退　職

役
場
職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
）
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平
成
21
年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
の
３
年
間

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

　

４
月
か
ら
の
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
介
護
保
険

料
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
料
は

ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
？　

　

介
護
保
険
は
、
公
費
と
40
歳
以

上
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
介
護
保
険

料
を
財
源
に
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

40
歳
か
ら
64
歳
の
人
の
保
険
料

額
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

（
国
民
健
康
保
険
、
職
場
の
医
療

保
険
な
ど
）
の
算
定
方
法
に
よ
り

決
め
ら
れ
、
医
療
保
険
料
と
一
括

し
て
納
め
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
額
は
、

下
記
の
計
算
式
に
よ
り
、
村
で
今

後
３
年
間
に
必
要
な
介
護
保
険
の

総
費
用
か
ら
算
出
し
た
「
基
準
額
」

を
も
と
に
、
原
則
と
し
て
そ
の
人

の
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
保
険
料

が
決
め
ら
れ
ま
す
。

●所得に応じた負担になるよう、「基準額」を中心に６段階の保険料に分かれます。
段階所得

第１段 階

第２段 階

第３段 階

第４段 階

第５段 階

第６段 階

×0.5

×0.5

×0.75

基 準 額

×1.25

×1.5

20,700円

20,700円

31,000円

41,300円

51,600円

62,000円

対　象　と　な　る　人 保険料の調整率 保険料（年額）

①生活保護受給者
②老齢福祉年金受給者で、世帯全員が村民税非課税

　世帯全員が村民税非課税で、前年度の合計所得金額
と前年の課税年金収入額の合計が80万円以下の人

　世帯全員が村民税非課税で、第２段階に該当しない
人

　世帯員の誰かに村民税が課税されているが、本人は
非課税の人

　本人が村民税を課税されていて、前年の合計所得金
額が２００万円未満の人

　本人が村民税を課税されていて、前年の合計所得金
額が２００万円以上の人

　

新
し
い
基
準
額
は

　
　

年
額
４
１
、
３
０
０
円
で
す
。

65歳以上
の人の保険料
20％

40歳から
64歳の人の
保険料
30％

国の負担金
約25％

都道府県の
負担金
12.5％

市区町村の
負担金
12.5％

保険料の負担割合

基準額はこのように算出されます

村で必要な介護
サービスの総費用

65歳以上の方の
負担分 20%

保険料の

基準額
村に住む

65歳以上の方の人数÷ ＝×

　

保
険
料
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う　

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場

合
の
利
用
者
負
担
は
通
常
、
か

か
っ
た
費
用
の
１
割
で
す
。

　

し
か
し
、
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
と
滞
納
期
間
に
応
じ
て
次
の

よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

◎
１
年
以
上
納
め
な
い
と
…

　

費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
負
担
。

申
請
後
、
９
割
が
現
金
給
付
さ
れ

ま
す
。

◎
１
年
半
以
上
納
め
な
い
と
…

　

費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
負
担
。

申
請
後
も
保
険
給
付
の
一
部
ま
た

は
全
部
が
一
時
的
に
差
し
止
め
ら

れ
、
滞
納
分
の
保
険
料
に
あ
て
ら

れ
ま
す
。

◎
２
年
を
過
ぎ
る
と
…

　

利
用
者
負
担
が
３
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。
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介
護
に
従
事
す
る
人
の
処
遇
改

善
の
た
め
、
介
護
報
酬
が
算
定
さ

れ
ま
し
た
（
＋
３
％
）。

　

そ
の
た
め
介
護
保
険
料
が
上
昇

し
ま
す
が
、
急
激
な
上
昇
と
な
ら

な
い
よ
う
、
国
の
特
別
対
策
で
保

険
料
の
上
昇
分
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
さ
れ
る
の
は
平
成
21
年
度

保
険
料
上
昇
分
の
全
額
と
、
平
成

22
年
度
保
険
料
上
昇
分
の
半
額
。

　

そ
こ
で
村
で
は
、
保
険
料
が
段

階
的
に
上
昇
す
る
こ
と
を
避
け
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
い

保
険
料
に
す
る
た
め
、
軽
減
を
均

等
に
分
け
３
年
間
同
じ
保
険
料
を

設
定
し
ま
す
。

軽減措置を３
年間均等にし
た場合の保険
料基準額（第
4期）

本来の保険料
基準額

改定による保
険料の増加分

自然増加を含
む保険料

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

３年間均等に軽減

●改定による保険料の上昇分を３年間均等にした場合のイメージ

改訂による増加を２年間段階的に
軽減した保険料のイメージ

改訂による増加を２年間段階的に
軽減した保険料のイメージ

　

要
介
護
認
定
審
査
は
、本
人
が

生
活
す
る
う
え
で
ど
れ
ほ
ど
介
護

の
手
間
が
か
か
る
か
を
判
定
す
る

も
の
で
す
。

　

４
月
か
ら
、よ
り
正
確
に
介
護
の

手
間
が
判
定
で
き
る
調
査
項
目
と

し
、認
定
結
果
の
バ
ラ
ツ
キ
を
減
ら

し
て
要
介
護
認
定
を
公
平
な
も
の

と
し
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
で
す
が
、認
定
調
査
員
が
行
う
調

査
は
、調
査
時
の
本
人
を
あ
り
の
ま

ま
に
調
査
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、調
査
時
は
本
人
や
家

族
が
、普
段
の
様
子
を
詳
し
く
調
査

員
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、今
回
の
見
直
し
は
、要
介

護
度
の
仕
組
み
そ
の
も
の
が
変
わ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。要
介
護

度
は
こ
れ
ま
で
通
り
、「
要
支
援
１

〜
２
、要
介
護
１
〜
５
」の
７
段
階

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、審
査
の
結
果
に
つ
い
て
不

満
の
あ
る
場
合
は
、群
馬
県
介
護
保

険
審
査
会
に
対
し
、審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
る
保
険
料
上
昇
分
を
軽
減

平成21年度 平成22年度 平成23年度 3年間平均

特例交付金による
引き下げ影響額

103円 52円 0円 52円

各年度の基準額 3,389円 3,440円 3,492円 3,440円

特例交付金算定後（月額）
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◎ 問 い 合 わ せ ◎

農業委員会事務局

（役場　産業課内）

TEL　24－5111

農
業
委
員
会だ

よ
り

農
業
委
員
会だ

よ
り

輸
入
農
産
物
の
視
察
研
修

 

林　

誠
一
郎

　

輸
入
農
産
物
の
現
状
を
一
度
は

見
て
み
た
い
と
い
う
希
望
か
ら
、

３
月
６
日
、
委
員
全
員
で
横
浜
港

山
下
埠
頭
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

港
に
は
、
青
い
ポ
リ
タ
ン
ク
に

入
れ
ら
れ
、
野
ざ
ら
し
状
態
の
も

の
や
、
倉
庫
内
で
何
年
も
放
置
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
輸
入
農
産
物
が

山
積
み
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
に

は
悪
臭
を
放
っ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
し
た
が
、
案
内
し
て
い
た
だ

い
た
港
湾
労
働
組
合
、
奥
村
書
記

長
の
話
で
は
、
防
腐
剤
に
よ
っ
て

長
年
放
置
さ
れ
て
も
腐
ら
な
い
と

言
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
農
産
物
は

全
国
に
運
ば
れ
、
中
和
し
た
り
洗

浄
す
る
な
ど
し
て
か
ら
味
付
け
、

色
付
け
を
し
、
そ
の
土
地
の
特
産

品
と
し
て
加
工
さ
れ
、
ス
ー
パ
ー

や
土
産
店
で
売
ら
れ
た
り
、
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
で
み
な
さ
ん
が
、
口

に
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
消
費
者
が

輸
入
農
産
物
の
危
険
性
に
気
付
き
、

国
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
安
全
・

安
心
な
農
作
物
に
目
を
向
け
て
、

消
費
さ
れ
る
事
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
に
堤
氏

堤　　盛吉委員

（森下中）
　

昭
和
村
議
会
の
構
成
が
替
わ
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
議
会
推
薦
の
農

業
委
員
と
し
て
２
年
間
に
わ
た
り

活
躍
さ
れ
た
藤
井
富
夫
委
員
が
、

昨
年
12
月
10
日
を
も
っ
て
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
12
月
11
日
よ
り
、
新

た
に
堤
盛
吉
委
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

農
業
委
員
会
主
催
に
よ
り
３
月
30
日
、

家
族
経
営
協
定
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
は
、
家
事
や
農
業
経
営

の
分
担
、
就
労
条
件
等
を
家
族
間
で
話
し

合
っ
て
決
め
る
こ
と
で
、
各
自
が
や
り
が

い
を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
目
的
で
、
農
業
委
員
会
で

は
平
成
12
年
か
ら
締
結
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
た
式
に
は
10
家

族
、
33
人
が
出
席
。
多
く
の
来
賓
・
立
会

人
が
見
守
る
中
で
、
協
定
書
に
そ
れ
ぞ
れ

が
署
名
・
押
印
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
組
の
う
ち
２
組
は
、
本
村
に
お
い
て

初
め
て
行
わ
れ
た
再
締
結
で
、
協
定
書
の

内
容
が
現
状
に
合
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
見
直
し
を
行
い
、再
調
印
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
に
お
け
る
家
族
経
営
協
定
締
結
家

族
は
、
新
た
に
調
印
し
た
８
家
族
を
加
え

118
組
と
な
り
ま
し
た
。 

調印式であいさつする星野会長

保管容器の前で説明を受ける

1010
組
の
家
族
が
協
定
書
に
調
印

組
の
家
族
が
協
定
書
に
調
印
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シリーズ　認定農業者　②年金加入、新聞購読ありがとうございました
経営内容
　・こんにゃく
　・トマト
　・アスパラガス
　・フキ

 鈴木　勉さん
（36歳・橡久保北部）

　自分の代で農業を辞
めようと考えていた父
親を説得し、７年前に

農業を継ぎました。ガキの頃の手伝い程度の
経験と知識しかなかった私が農業者として今
日を迎えられるのも、先輩方や仲間のおかげ
です。この春には、こんにゃく貯蔵庫をつく
り経営規模拡大を図るとともに、経験と知識
を重ね、作物の品質向上にも努めてきたいと
思っています。今後も仲間との付き合いを大
事にし自身の成長を遂げていきたいです。

経
営
移
譲
に
向
け
た
再
締
結

経
営
移
譲
に
向
け
た
再
締
結

 

保
坂
初
次
さ
ん

（
鎌
沢
）

　

こ
ん
に
ゃ
く
を
中
心
に
、
い
ち

ご
等
の
野
菜
を
取
り
入
れ
た
複
合

経
営
を
し
て
い
る
我
が
家
は
、
平

成
14
年
に
息
子
夫
婦
と
４
者
協
定

を
結
び
ま
し
た
。

　

今
回
、
協
定
書
を
見
直
す
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
息
子
が
Ｕ
タ
ー

ン
で
就
農
し
結
婚
し
た
直
後
に
結

ん
だ
締
結
内
容
が
、
現
実
に
合
わ

な
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

孫
の
就
学
時
に
同
居
す
る
と
い

う
こ
と
で
計
画
し
て
い
た
母
屋
の

建
替
え
工
事
が
昨
年
暮
れ
に
完
成
。

２
世
帯
住
宅
で
の
同
居
と
い
う
大

き
な
変
化
が
生
活
面
で
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
経
営
移
譲
を
間
近
に
控

え
、
息
子
が
１
部
門
か
ら
全
体
の

経
営
を
担
っ
て
い
け
る
よ
う
心
構

え
を
も
た
せ
、
近
い
将
来
の
経
営

移
譲
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
れ
ば
と

思
い
経
営
分
担
も
見
直
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
印
式
で
は
２
組
の
家

族
が
初
め
て
再
締
結
を
し
ま
し
た

が
、
協
定
が
現
実
に
合
っ
た
内
容

で
あ
る
か
ど
う
か
、
し
っ
か
り
話

し
合
い
見
直
し
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
協
定
の
意
義
が
再
認
識

さ
れ
、
農
業
へ
の
や
り
が
い
が
一

層
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま

す
。

再締結された保坂初次さん家族

生方一之助さん家族

家
族
経
営
協
定
を
結
ん
で

家
族
経
営
協
定
を
結
ん
で

 

生
方
一
之
助
さ
ん

（
追
分
）

　

後
継
者
と
な
る
息
子
の
結
婚
を

機
に
、
ま
た
地
元
農
業
委
員
の
推

進
も
あ
り
、
４
者
で
の
家
族
経
営

協
定
調
印
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
分
担
が
な
か
っ
た
の

で
、こ
の
協
定
を
結
ぶ
に
あ
た
り
、

経
営
分
担
、
給
与
、
休
日
な
ど
を
、

家
族
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
各
自
、
責
任
を

も
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
健
康
で
活
力
あ
る
農

業
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

申請書の締め切り日は
毎月10日毎月10日ですです

　農業委員会では、毎月下旬に定例総会を開催し、農地の売
買や転用などの案件について審議を行っています。
　農業委員会に提出する申請書の締め切り日は、毎月10日
（土・日曜日、祝日にかかる場合はその翌日）です。
　また、農業振興地域からの除外申請は年２回、５月末日と
11月末日が締め切り日です。

　農業委員会では、農業者年金への加入および全国農業新聞の普及

拡大を推進しています。

　昨年12月から今年３月まで加入推進強化月間として取り組んだ結

果、20年度中に農業者年金に13件、全国農業新聞に10件の申し込

みをいただくことができました。ご協力ありがとうございました。

　なお、今後も制度の普及推進に努めてまいりますのでご理解・ご

協力をお願いします。
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今
年
も
農
産
物
直
売
所
「
旬

菜
館
」
駐
車
場
で
、「
昭
和
の
日
」

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

い
ち
ご
大
福
や
草
も
ち
、
ト

ン
汁
な
ど
の
無
料
配
布
の
ほ
か
、

野
菜
の
販
売
や
刺
身
こ
ん
に
ゃ

く
の
試
食
販
売
な
ど
、　

盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
楽
し
め
ま
す
。

■
内
容　

①
も
ち
つ
き
、
②
い
ち

ご
大
福
・
草
も
ち
・
ト
ン
汁
な
ど

の
無
料
配
布
、
③
村
の
野
菜
や
農

産
物
加
工
品
の
半
場

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら
（
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
）

■
出
演　

全
日
本
ハ
ー
モ
ニ
カ
連

盟
理
事
長　

斎
藤
壽
孝
さ
ん

　

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
第

２
回
昭
和
の
日
合
唱
祭
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

村
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
コ
ー
ラ
ス
・
ア
ン
ダ
ン
テ
」
や

村
内
各
保
育
園
の
園
児
た
ち
に

よ
る
合
唱
の
ほ
か
、
全
日
本
ハ
ー

モ
ニ
カ
連
盟
理
事
長
の
斎
藤
壽

孝
さ
ん
を
招
き
、「
ハ
ー
モ
ニ
カ

で
綴
る
昭
和
歌
謡
史
」
と
題
し

た
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
会
を
行

な
い
ま
す
。

①
合
唱
祭

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら

■
出
演　

保
育
園
児
、
コ
ー
ラ

ス
・
ア
ン
ダ
ン
テ
ほ
か

②
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

■
時
間　

午
前
10
時
か
ら

■
出
演　

県
内
ハ
ー
モ
ニ
カ
団
体

３
団
体

③
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
綴
る
昭
和
歌

謡
史
」

■
時
間　

午
前
10
時
30
分
か
ら

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
昭
和
の
湯

で
は
「
昭
和
の
日
」を
記
念
し
て
、

昭
和
村
出
身
の
歌
手
３
人
を
招
い

て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
シ
ョ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　

村
出
身
歌
手
の
夢
の
共
演
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

第
一
部

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
か
ら

■
出
演
歌
手　

白
咲
ゆ
り
（
森
下

出
身
）、
北
野
悠
二
（
永
井
出
身
）

第
二
部

■
時
間　

午
後
３
時
か
ら

■
出
演
歌
手　

森
久
美
子
（
糸
井

出
身
）、

※
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

①
入
館
は
昭
和
の
湯
の
入
館
料
の

み
（
時
間
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
）、
②
当
日
の
入
館
料
は
午
後

６
時
ま
で
現
金
の
み

「
昭
和
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト

４
月
29
日
の
「
昭
和
の
日
」
を
記
念
し
て
今
年
も
開
催
し
ま
す

農
産
物
直
売
所
「
旬
菜
館
」

村
の
味
覚
が
集
う

「
昭
和
の
日
」記
念
イ
ベ
ン
ト

公
民
館（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

み
ん
な
で
歌
お
う
昭
和
歌
謡

「
昭
和
の
日
」合
唱
祭

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
昭
和
の
湯
」

昭
和
村
出
身
歌
手
の
豪
華
共
演

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
シ
ョ
ー

　

４
月
29
日
の
祝
日
が
「
昭
和
の
日
」
に
な
っ
て
、
今
年

で
３
年
目
。

　

今
年
も
「
昭
和
の
日
」
を
記
念
し
て
、
村
内
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。



Hib
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
負
担
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ま
り
ま
す
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お せ知 ら

◎
加
入
・
脱
退
は
14
日
以
内
に

　

職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
、

共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い

る
人
以
外
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
届
出
が
遅
れ
る
と
…

　

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
保

険
証
が
な
い
間
の
医
療
費
を
全
額

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
加

入
の
届
出
を
す
る
こ
と
で
、
前
の

保
険
が
切
れ
た
日
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
国
保
の
資
格
を
得
ら
れ
ま

す
が
、
国
保
税
も
同
じ
く
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
、
一

度
に
多
額
の
保
険
税
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
学
生
用
の
保
険
証
を
交
付

　

家
族
と
離
れ
て
住
む
学
生
の
た

め
に
学
生
用
の
保
険
証
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
印

鑑
、
国
民
健
康
保
険
証
、
学
生
証

な
ど
を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
学
生
で
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
保
険
証
を

返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

加
入
・
脱
退
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

新
た
な
生
活
が
始
ま
る
４
月
。
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

■こんなときは14日以内に届出を
内　　容 手続きに必要なもの

加
入
す
る
と
き

他の市町村から転入してきたとき 印鑑、前年の所得がわ
かる書類

職場の健康保険をやめた、または
その扶養家族でなくなったとき

印鑑、社会保険離脱証
明書

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証、母子健
康手帳

生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通
知書

外国人＝１年以上の在留資格があ
り、外国人登録を行ったとき

印鑑、外国人登録証、
パスポート

脱
退
す
る
と
き

ほかの市町村へ転出するとき 印鑑、保険証

職場の健康保険へ加入した、また
はその扶養家族になったとき

印鑑、国民健康保険証
と加入した職場の健康
保険証。扶養家族になっ
たときは、取得年月日
のわかるもの

死亡したとき 印鑑、保険証

生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開
始決定通知書

外国人＝加入資格がなくなったと
き

印鑑、保険証、外国人
登録証

そ
の
ほ
か
の
と
き

住所、世帯主、氏名などが変わった
とき 印鑑、保険証

退職被保険者に該当したとき 印鑑、保険証、年金証
書

保険証をなくしたり、破損したり
したとき

印鑑、破損した保険証、
運転免許証など本人確
認ができるもの

修学のためほかの市町村へ転出し、
保険証が必要なとき

印鑑、保険証、在学証
明書

Hib
（
ヒ
ブ
）
髄
膜
炎
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

Hib
（
ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）
細
菌
が
人

か
ら
人
へ
飛
ま
つ
感
染
し
、
鼻

や
口
、の
ど
な
ど
に
保
菌
さ
れ
、

こ
れ
が
病
原
菌
と
な
り
、
肺
炎

や
喉
頭
蓋
炎
、
敗
血
症
な
ど
の

重
い
全
身
性
疾
患
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

　

な
か
で
も
髄
膜
（
脳
や
脊
髄

を
覆
う
膜
）
に
感
染
す
る
Hib
髄

膜
炎
は
最
も
頻
度
が
高
く
、
予

後
が
悪
い
病
気
で
す
。

Hib
髄
膜
炎
に
か
か
る
の
は

ほ
と
ん
ど
が
子
ど
も

　

多
く
の
場
合
は
、
生
後
３
か

月
か
ら
５
歳
に
な
る
ま
で
の
子

ど
も
が
主
に
、
Hib
髄
膜
炎
に
か

か
り
ま
す
。
２
歳
未
満
の
子
ど

も
の
発
症
率
が
最
も
多
い
の
で

注
意
が
必
要
で
す

Hib
髄
膜
炎
に
か
か
る
と

ど
う
な
る
の
？

　

発
熱
、
頭
痛
、
お
う
吐
、
不

機
嫌
、
け
い
れ
ん
な
ど
、
カ
ゼ

の
よ
う
な
症
状
が
み
ら
れ
、
そ

の
う
ち
５
％
は
死
亡
、
約
25
％

に
後
遺
症
（
聴
覚
障
害
、
発
達

遅
延
、
神
経
学
的
障
害
な
ど
）

が
み
ら
れ
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
す

る
人
は
、
予
診
票
を
交
付
し
ま

す
の
で
、
役
場
保
健
福
祉
課
健

康
係
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

■
対
象　

村
内
に
住
所
を
有
す

る
生
後
２
か
月
以
上
５
歳
未
満

の
子

■
公
費
負
担
額　

接
種
費
用
の

２
分
の
１

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
健

康
係
（
内
線
26
）
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防
す
る
Hib
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
負
担

が
平
成
21
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
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３
月

天
下
一
品
の
丸
玉
こ
ん
に
ゃ
く

　

さ
く
ら
工
房
（
林
則
子
会
長
）
で
は
３
月
６

日
、
県
庁
１
階
県
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
か

あ
ち
ゃ
ん
の
天
下
一
品
フ
ェ
ア
」
の
手
づ
く
り

こ
ん
に
ゃ
く
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
同
こ
ん

に
ゃ
く
部
（
横
坂
惠
美
子
部
長
）
の
商
品
「
丸

こ
ん
」
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
「
か
あ
ち
ゃ
ん
の
天
下
一
品
フ
ェ
ア
」
は
、

県
内
の
農
村
女
性
起
業
家
が
集
い
、
活
動
の
Ｐ

Ｒ
や
消
費
者
と
の
交
流
、
販
路
拡
大
を
目
的
に

開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
回
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
「
丸
こ
ん
」
は
丸

玉
の
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
で
１
袋
３
個
入
り
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
る
際
に
一
度

湯
通
し
し
て
か
ら
す
り
お
ろ
し
て
い
た
こ
ん

に
ゃ
く
芋
を
、
生
の
ま
ま
で
加
工
で
き
な
い
か

と
思
案
を
重
ね
て
、
さ
く
ら
工
房
こ
ん
に
ゃ
く

部
が
商
品
化
し
た
も
の
で
す
。

　

横
坂
部
長
は
「
知
人
か
ら
生
芋
を
使
っ
て
こ

ん
に
ゃ
く
を
作
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
と
思
っ
た
。
炭
酸
ソ
ー
ダ
で
は

黒
く
な
っ
て
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
が
、
貝
殻
カ

ル
シ
ウ
ム
を
使
っ
た
ら
う
ま
く
い
っ
た
」
と
開

発
の
苦
労
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、商
品
の
「
丸
こ
ん
」に
つ
い
て
は
「
生

芋
を
使
っ
た
こ
ん
に
ゃ
く
の
方
が
、
従
来
の
も

の
と
比
べ
食
感
が
良
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

最優秀賞の「丸こん」を手にするさくら工房こんにゃく部のみなさん

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
で
春
の
味
覚
フ
ェ
ア

　

村
で
は
３
月
24
日
、
東
京
銀
座
に
あ
る
ぐ
ん

ま
情
報
セ
ン
タ
ー
通
称
〝
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
〞

で
「
春
の
味
覚
フ
ェ
ア
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
味
覚
フ
ェ
ア
は
、
村
の
春
の
野
菜
や
農

産
物
加
工
品
を
販
売
し
、村
の
知
名
度
を
高
め
、

野
菜
や
加
工
品
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
路
拡

大
を
図
る
の
が
ね
ら
い
。
当
日
は
大
勢
の
人
々

が
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
に
来
場
し
ま
し
た
。

　

出
店
に
は
旬
菜
館
を
は
じ
め
赤
城
高
原
農
業

観
光
協
会
や
さ
く
ら
工
房
な
ど
６
つ
の
団
体
が

参
加
。
う
ど
や
ふ
き
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の

春
野
菜
の
ほ
か
、
味
噌
や
ジ
ャ
ム
、
こ
ん
に
ゃ

く
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
づ
く
り
協
力
委
員
会
（
林
勝
美
会

長
）
で
は
フ
ェ
ア
当
日
、
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
の

前
で
、
道
ゆ
く
人
た
ち
に
村
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

街頭でPRをする村づくり協力委員

　

老
朽
化
に
よ
り
、
昨
年
12
月

か
ら
立
て
替
え
が
進
め
ら
れ
て

い
た
消
防
団
第
２
分
団
（
鈴
木

勉
分
団
長
）の
新
し
い
詰
所
が
３

月
27
日
、落
成
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
29
日
に
は
新
し

い
詰
所
の
完
成
を
祝
い
消
防
団

第
２
分
団
員
ら
28
人
が
出
席
し
、

落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
詰
所
は
木
造
平
屋
建

て
、
旧
詰
所
の
北
側
お
よ
そ
300

メ
ー
ト
ル
に
建
て
ら
れ
、
総
工

費
は
８
，
３
３
７
千
円
。
延
床

面
積
は
56
・
31
平
方
メ
ー
ト
ル

で
す
。

消
防
団
第
２
分
団
の

 

詰
所
が
完
成完成した第２分団の詰所

ところせましと並べられた村の物産品
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第
50
回
全
国
土
地
改
良
功
労

者
表
彰
式
農
業
農
村
整
備
優
良

土
地
改
良
区
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
が
３
月
25
日
、
東
京
都
砂
防

会
館
で
行
な
わ
れ
、
農
業
生
産

基
盤
の
整
備
に
寄
与
し
た
と
し

て
、
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
（
野
中
宏
務
会
長
）
よ

り
赤
城
北
ろ
く
土
地
改
良
区
に
、

土
地
改
良
功
労
者
表
彰
金
章
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
土
地
改
良
区
は
赤
城
高
原

の
開
拓
地
に
農
業
用
水
を
整
備

し
、
共
用
を
開
始
し
た
の
が
昭

和
39
年
。
以
来
同
施
設
の
管
理

を
主
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、昭
和
34
年
の
設
立
か
ら
、

今
年
で
50
年
を
迎
え
ま
す
。

赤
城
北
ろ
く

 

土
地
改
良
区
に
金
章報告に訪れた永井一行理事長（中央）と小池和弘さん（左）

澤
浦
団
長
夫
妻
・
藤
森
工
業
に
消
防
表
彰

　

群
馬
県
消
防
大
会
が
３
月
19
日
、
伊
勢
崎
市

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
表
彰
や
消

防
団
活
性
化
に
係
る
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、県
消
防
協
会
（
大
澤
正
明
会
長
）

よ
り
、
村
消
防
団
澤
浦
範
行
団
長
に
精
績
章
が

贈
ら
れ
た
ほ
か
、
澤
浦
団
長
の
妻
・
雅
江
さ
ん

が
消
防
団
員
配
偶
者
と
し
て
、
藤
森
工
業
㈱
が

優
良
事
業
所
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
消
防
団
活
性
化

に
係
る
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

精
績
章
を
受
章
し
た
澤
浦
団
長
は
昭
和
59
年

の
入
団
以
来
、
永
年
に
わ
た
り
村
消
防
団
活
動

に
取
り
組
み
、
平
成
20
年
か
ら
は
村
消
防
団
長

と
し
て
、
村
消
防
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
の

指
揮
監
督
者
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
活
性
化
に
係
る
消
防
団
員
配

偶
者
表
彰
を
受
け
た
澤
浦
雅
江
さ
ん
は
、
消
防

団
活
動
の
重
要
性
を
理
解
し
、
永
年
に
わ
た
り

夫
・
範
行
さ
ん
の
消
防
団
活
動
を
支
え
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
今
回
は
夫
妻
二
人
そ
ろ
っ
て
の

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
団
活
性
化
に
係
る
優
良
事
業
所
の
表
彰

を
受
け
た
藤
森
工
業
㈱
は
昨
年
、
全
国
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会
に
出
場
す
る
村
消
防
団
第
９
分

団
に
、
ポ
ン
プ
操
法
の
練
習
場
と
し
て
昭
和
事

業
所
の
一
部
を
貸
し
出
し
、
同
分
団
の
全
国
大

会
10
位
入
賞
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
に
は
同
事
業
所
社
員
の
見

守
る
な
か
、第
９
分
団
が
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
。

消
防
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
な
ど
、

企
業
と
消
防
団
と
の
協
力
体
制
の
礎
を
築
い
た

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
り

ま
し
た
。

　

藤
森
工
業
㈱
昭
和
事
業
所
加
藤
利
春
所
長
は

「
全
国
大
会
で
活
躍
さ
れ
、
見
事
10
位
に
入
賞

さ
れ
た
第
９
分
団
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
た

事
は
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

防
災
意
識
を
高
め
な
が
ら
、
村
消
防
団
に
協
力

で
き
る
こ
と
は
、
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

精績章を受けた澤浦範行団長

消防団員配偶者表彰の澤浦雅江さん

藤森工業社員の前で行われた第９分団のポンプ操法表彰状を手にする藤森工業昭和事業所加藤所長（左）と林主任（右）



私の男
桜庭一樹　著
文藝春秋

折り紙夢WORLD
（花と動物編）
川崎敏和　著
朝日出版社

　えっ、これが折り紙？
折る過程も楽しい不思議
な折り紙を紹介。50 工
程を経てできあがるロー
ズは本物そっくり ! 世界
の川崎ORIGAMI を体験
してください。

私の男
桜庭一樹　著
文藝春秋

マジック・ツリーハウス（10）
メアリー・ポープ・オズボーン著

食野雅子＝訳
メディアファクトリー

マジック・ツリーハウス（10）
メアリー・ポープ・オズボーン著

食野雅子＝訳
メディアファクトリー

「
色
々
な
仕
事
を
二
人
で
経
験
」

　
「
本
当
に
色
々
な
仕
事
を

二
人
で
経
験
し
た
」
と
言
う

の
は
、
高
橋
茂
吉
さ
ん
、
い

と
さ
ん
ご
夫
妻
。

　

農
業
を
営
ん
で
い
た
お
二

人
は
、
夜
に
な
る
と
荷
を

市
場
へ
運
送
す
る
仕
事
も
。

「
二
人
で
行
っ
た
り
、
子
ど

も
を
連
れ
て
行
っ
た
り
。
帰

り
道
で
の
東
京
見
物
が
楽
し

み
で
し
た
」
と
吉
さ
ん
。

　

他
に
も
、
会
社
に
直
談
判

し
、
工
事
現
場
に
飛
び
込
ん

だ
り
、
便
利
屋
と
し
て
様
々

な
仕
事
を
さ
れ
た
り
し
て
き

た
お
二
人
。
い
と
さ
ん
は
、

建
設
に
か
か
わ
っ
た
渋
川
市

の
幼
稚
園
で
子
ど
も
た
ち
が

遊
ん
で
い
る
所
を
見
か
け

「
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

　

そ
の
後
、
吉
さ
ん
は
道
路

公
団
に
入
社
。
昭
和
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
も
勤
務
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
お
二
人
の
趣
味
は

旅
行
。
最
近
の
楽
し
み
は
、

行
き
先
を
事
前
に
知
ら
せ
な

い
観
光
ツ
ア
ー
。
吉
さ
ん
い

わ
く
「
ど
こ
に
行
く
か
想
像

を
ふ
く
ら
ま
す
の
も
、
楽
し

み
の
ひ
と
つ
」
だ
そ
う
で
、

５
月
に
も
ツ
ア
ー
に
参
加
予

定
で
す
。

　

そ
ん
な
お
二
人
に
、
円
満

の
秘
訣
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
真
剣
な
と
き
は
お
互
い
言

い
合
い
も
本
気
に
な
る
。
押

し
た
り
押
さ
れ
た
り
、
ぶ
っ

つ
い
た
り
し
て
仲
良
く
な
る

も
の
」と
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

「
大
き
な
ケ
ガ
や
病
気
も
な

く
、
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
て
本

当
に
幸
せ
」
と
50
年
を
振
り

返
る
お
二
人
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
お
幸
せ
に
。髙

たか

　橋
はし

　茂
しげ

　吉
きち

さん（72歳）
・入原上

　　　　い　とさん（74歳)
　　（昭和33年３月18日入籍）

　新婚さん、金婚を迎えたご

夫妻の登場者を募集していま

す。自薦・他薦は問いません。

皆さんどしどしご応募くださ

い。【問い合わせ】役場企画課

広報統計係☎２４－５１１１

（内線３２）

今 月 の
イチオシ
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村
公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

臨床真理

柚月 裕子 (著)
宝島社

Eternal Love

メイ (著)
ゴマブックス

新上杉戦記

中村 朋臣 (著)
学習研究社

とびだす・ひろがる!
のりものえほん２

古川 正和 (著) / 本信 公久 (絵)
偕成社

新・歴史群像シリーズ
直江兼続

－天下人に挑み続けた名参謀－
学習研究社

　秀吉亡き後、天下統一を
もくろむ徳川家康に対し
真っ向から挑戦状を叩きつ
けたにもかかわらず、徳川
幕府の下で上杉家の命脈を
保ち、幕末まで続く雄藩の
礎を築いた稀代の名参謀の
手腕と生き様に迫る!!

「
好
き
な
こ
と
、続
け
ら
れ
る
の
が
幸
せ
」

　
「
長
い
よ
う
な
、
短
い
よ

う
な
、
そ
ん
な
50
年
」
と
振

り
返
る
髙
橋
光
治
さ
ん
、
ま

さ
子
さ
ん
ご
夫
妻
。「
モ
ノ

や
人
の
流
れ
が
目
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
っ
た
」と
い
い
ま
す
。

　

光
治
さ
ん
は
結
婚
を
契
機

に
久
呂
保
郵
便
局
に
就
職
。

「
最
初
は
自
転
車
で
、
次
第

に
バ
イ
ク
、
自
動
車
へ
と
変

わ
っ
て
い
っ
た
」
と
言
い
ま

す
。

　

光
治
さ
ん
の
就
職
後
、
４

代
続
く
タ
バ
コ
店
を
任
さ
れ

た
ま
さ
子
さ
ん
。
初
め
の
こ

ろ
は
手
売
り
で
行
っ
て
い
た

タ
バ
コ
の
販
売
も
次
第
に
自

動
販
売
機
が
中
心
と
な
り
、

「
こ
の
50
年
で
商
い
の
方
法

が
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
」
と

言
い
ま
す
。

　
「
今
で
も
好
き
な
こ
と
を

続
け
て
い
ら
れ
る
の
は
、
幸

せ
な
こ
と
」
と
、
声
を
そ
ろ

え
る
お
二
人
。

　

光
治
さ
ん
は
若
い
こ
ろ
か

ら
釣
り
と
将
棋
が
趣
味
で
、

「
今
も
冬
に
な
る
と
近
所
の

人
た
ち
と
集
ま
っ
て
将
棋
を

楽
し
ん
で
い
る
」そ
う
で
す
。

　

ま
さ
子
さ
ん
は
40
年
来
舞

踊
を
続
け
て
こ
ら
れ
、
現
在

は
後
進
の
指
導
に
あ
た
ら
れ

て
い
ま
す
。「
苦
労
を
重
ね
、

練
習
を
積
む
か
ら
こ
そ
、
舞

台
に
立
っ
た
と
き
の
喜
び
は

大
き
い
」
と
舞
踊
の
魅
力
を

語
り
ま
す
。

　

円
満
の
秘
け
つ
を
尋
ね
る

と
「
自
然
体
、
マ
イ
ペ
ー
ス

で
い
る
こ
と
」
と
お
二
人
。

今
後
は
「
健
康
に
注
意
し
な

が
ら
、
好
き
な
こ
と
を
続
け

て
い
け
れ
ば
幸
せ
」
と
微
笑

ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
幸
せ
に
。

髙
たか

　橋
はし

　光
みつ

　治
じ

さん（75歳）
 ・宮貝戸
　　　　まさ子さん（73歳）
（昭和34年２月26日入籍）
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毎
年
見
に
行
っ
て
い
ま
す

　

毎
年
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
行
っ
て
い
ま
す
け

ど
、
今
年
の
花
火
も
き
れ
い
で

し
た
よ
。

（
Ｈ
・
Ｎ
）

■
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
の
ウ
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
強
風
で

花
火
の
打
ち
上
げ
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
打
ち
上
げ
時
刻
の

午
後
７
時
に
は
風
も
弱
ま
り
、

絶
好
の
打
ち
上
げ
日
和
に
な
り

ま
し
た
ね
。

　

昨
年
は
雪
で
惨
敗
で
し
た
が
、

今
年
は
な
ん
と
か
花
火
を
撮
影

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
皆
さ
ん
、
で
き
は
い
か

が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

広
報
統
計
係

こ
れ
か
ら
も
可
愛
ら
し
い

〝
お
友
達
〞
を
載
せ
て

　

け
っ
こ
う
保
育
園
の
お
友
達

が
い
っ
ぱ
い
の
っ
て
い
る
の
で

大
喜
び
し
て
い
ま
す
。

　

や
っ
ぱ
り
子
ど
も
は
子
ど
も

が
好
き
な
の
か
「
お
友
達
イ
〜
」

と
言
っ
て
い
ま
す
よ
。

　

こ
れ
か
ら
も
可
愛
ら
し
い
元

気
な
〝
お
友
達
〞
を
の
せ
て
く

だ
さ
い
。

（
Ｎ
・
Ｋ
）

■
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
広
報
し
ょ
う
わ
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
元
気
な

〝
お
友
達
〞
や
村
民
の
皆
さ
ん

を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
出

来
事
や
面
白
い
出
来
事
な
ど
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
企
画
課
広
報
統
計
係
ま
で

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
統
計
係

次回登場者紹介

　子持山が季節はずれの雪化粧
４月２日望郷ライン沿い　

「
大
人
と
し
て
の
自
覚
」

　

三
年
前
、
大
雪
の
な
か
、
豪
華
な
袴
は
か
ま
に
身
を
包
み
、
行
な
わ
れ

た
成
人
式
。

　
「
こ
れ
で
自
分
も
大
人
の
仲
間
入
り
」
と
大
き
な
自
信
だ
け
を
持

ち
ま
し
た
。

　

し
か
し
・
・
・　

現
実
は
大
違
い
。

　

大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
結
果
が
す
べ
て
。

　

す
べ
て
の
物
事
を
き
ち
ん
と
成
し
と
げ
世
間
に
認
め
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
、
周
り
か
ら
ま
だ
ま
だ
半
人
前
に
見
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

自
分
は
今
、
実
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
業
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
半
人
前
に
も
満
た
な
い
で
す
が
、
今
も
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
年
齢
的
で
は
な
く
、自
分
自
身
で
結
果
の
出
せ
る
「
大
人
」

に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

次
回
の
登
場
者
は
、
𠮷よ

し

野の　

光
ひ
か
る

さ
ん
（
22
歳
・
大
堀
）
で
す
。

　保育園から高校まで一緒の、明るくておもしろい同

級生。今でも仲の良い友達です。

　現在は村の工業団地で働いています。

　お互い仕事が忙しいけど、また遊びましょう。

金
かね

子
こ

　　剛
つよし

さん

（22歳・滝久保）

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。
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　第16回良い歯の子と育てた家族の表彰式が３月26日、村公民館多

目的ホールで開催され、　表彰されたのは38組の３歳児とその家族。

表彰式では、宇津野彩佳さん・春翔君親子が代表で表彰状を受け取り、

野田恵子さんが祝辞を述べました。

　診察を担当した村の歯医者、今成亮先生は講評で「口は健康の源。

これからも家族ぐるみでむし歯予防に取り組んでください」と会場に

集まった家族に語りかけました。その後、歯科衛生士のみなさんによ

る寸劇が行われ、子どもたちに歯みがきの大切さを呼びかけました。

　良い歯の子を紹介します。（敬称略）　 ▼宇津野春翔、飯塚遥香、矢

嶋桜子、武井幸栄、斉藤琉楼、毒島嶺、関上禎人、唐木俊介、角田七

海、諸田祐茉、飯塚亮太、宮田翼、田中大翔、後藤雄紀、阿部岳琉、

山後愛夢、八木健斗、堤嵩晴、七五三木蘭、小野夢花、金崎朱利、石

井仁、川端真夢、野田虎敏、川端爽良、竹内万里菜、高橋暖姫、鈴木

翔也、吉野愛叶、星野美空、堤丈治、新木与元、中村駿汰、鈴木溜奈、

松井翔夢、後藤仁、石井音々葉、林流冬

　らくらく教室の修了式が３月27日、村保健セ

ンターで行われました。

　教室には26人が参加。昨年12月末から３月ま

でのおよそ３か月間、毎週金曜日に保健センター

に集って、体を動かしたり、栄養の改善をしたり、

口腔体操でだ液の分泌を促したりするなど、介護

予防の様々なプログラムに取り組みました。

　修了式では、「口腔体操で口のかわきが解消でき

た」や「教室を通じて新しい友達ができ、体操で

体調が良くなった」など、参加者一人ひとりが感

想を語りました。

　関屋工業団地の味の素ファインテクノ㈱（ＡＦ

Ｔ）群馬工場では３月25日、昭和インター線沿

いのゴミ拾いを行いました。

　このボランティア活動は「経済危機の影響で一時

的に生産調整を余儀なくされたが、この機会に地域

に貢献できる活動をしてはどうか」という意見が工

場内から出され、行なうことになったものです。

　作業は午前９時からおよそ２時間かけて行われ、

拾ったゴミは26袋にも及びました。

　ゴミ拾いに汗を流した香山三樹生（かやまみき

お）工場長は「これを機会に、今後も地域に貢献

する活動を続けていきたい」と話していました。

良い歯の子38人と家族を表彰

らくらく教室で介護予防 ＡＦＴが清掃活動を実施

表彰を受ける彩香さん・春翔君親子

謝辞を述べる野田恵子さん

らくらく教室を修了されたみなさん

ボランティア作業をする味の素ファインテクノ㈱のみなさん
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　村体育協会卓球部が主催する昭和村卓球教室が３月20日、

村社会体育館で行われました。

　この教室は、"Ｙ校"の愛称で親しまれる横浜商業の卓球部

が３月20日から22日までの３日間、村社会体育館で行う合宿

に合わせて、村卓球部が企画したもの。

　講師に元卓球全日本チーム監督で横浜市卓球協会会長の河原

智さんを招き、昭和中卓球部の生徒や村民ら30人が参加。

　同日はＹ校と樹徳高校卓球部が合同練習を行い、卓球教室の

参加者は体育館にただよう緊張感のなか、真剣なまなざしで河

原さんの指導を受けていました。

　各小中学校・保育園では３月、卒業式や卒園式を実

施し236人が思い出の学舎に別れを告げました。

　昭和中学校では３月13日、卒業生65人に加藤三男

校長から卒業証書が手渡されました。

　加藤校長は「何事もプラス思考で取り組んで」と卒

業生を激励。卒業式後には思い出のつまった教室で恩

師から卒業生に、最後の通知票が手渡されました。

　各小学校では３月25日に卒業式を実施。大河原小

学校では大きめの制服に身を包んだ16人の児童が、

在校生に拍手の祝福を受けながら卒業。

　各保育園では３月28日に卒園式が行われ、子育保

育園では、中村真一園長から手渡された卒園証書を、

25人の園児たちが誇らしげに掲げていました。

新しい明日への第一歩

ただよう緊張感のなか卓球教室

恩師から受け取る最後の通知表（昭和中）

三年間の重みを感じる卒業証書（昭和中） 拍手で送られながら卒業（大河原小） 誇らしく掲げる卒園証書（子育保育園）

河原さんの指導を受ける昭和中卓球部の生徒



22

　村と村社会福祉協議会が主催する平成

20年度昭和村福祉大会が３月23日、村

公民館多目的ホールで行われました。

　大会には福祉関係者ら150人が出席。

開会セレモニーでは、星夜の森学舎の利

用者の皆さんがハンドベルの演奏を披露。

　大会では村社会福祉の発展に貢献され

た34人と２団体に表彰状や感謝状が贈

られました。

　また、受賞者を代表して津久井有里さ

ん（大堀）が「さらに社会福祉の発展の

ため頑張っていきたいと、気持ちを新た

にしました」と謝辞を述べました。

　高砂・ひまわり大学合同閉講式が３月

24日、村公民館大会議室で行われました。

　閉講式では、高砂大学生24人、ひま

わり大学生17人が修了を迎え、それぞ

れの代表者に修了証が手渡されました。

　その後、高砂大学の佐々木富治学級長

とひまわり大学の石橋敏江学級長が謝辞。

　石橋学級長は「ひまわり大学で、元気

に楽しく自分みがきができました。この

ような機会を利用して脳を鍛え、いつま

でも若々しくいる努力をしたいですね」

と話していました。

　第二保育園では３月19日、卒園を迎える年長20人のお別れ会を実施

しました。

　お別れ会では、年中・年少組の園児たちが劇やダンスを披露。お礼

に年長組の園児たちは、手作りのメダルを全員にプレゼント。

　また、お世話になった先生たちにも似顔絵つきのメッセージカード

をプレゼントし、先生たちからも年長組の園児たちに手作りの鉢植え

がプレゼントされ、年長組の園児たちは「ありがとう」と手作りの鉢

植えを受け取っていました。

　子育て支援センター主催の「親

子エアロビ教室」が３月11日、

子育保育園で開催されました。

　同センターで親子エアロビ教室

を行うのは初めてのこころみ。

　教室には子育保育園の子育て支

援センターに通う子どもとその家

族のほか子育保育園の年長組の園

児が参加しました。

　講師には県エアロビクス連盟理

事長でうすねニュースポーツクラ

ブ運営委員長の小野里順子先生を

招き、音楽に乗って体を動かした

り、パラシュートを使ってリズム

を取る遊びをしたりしました。

　参加した親子らは、笑顔で体を

動かしながら、さわやかな汗を流

しました。

福祉大会で功労者を表彰

いきいき学んで閉講式

どうもありがとう

親子でエアロビ

みんなで一緒に楽しくエアロビ

修了証書を受け取る高砂大学高橋はる子さん

謝辞を述べるひまわり大学石橋敏江学級長

謝辞を述べる津久井有里さん

感謝を込めて園長先生にプレゼント
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　三ツ谷サロンでは３月２日、「脳を

いきいき教室」を開催しました。

　22人が参加した教室では、講師

として沼田脳神経外科より岡本尚登

先生を招き、口の周りの筋肉を鍛え

る"健口体操"のほか、体を動かし

ながら歌ったり、簡単な計算を短時

間で行ったりして、脳を鍛える脳ト

レを行いました。

　終わりに参加者は、自宅でできる

簡単な脳トレ方法や脳トレドリルな

ど、脳トレについての質問を積極的

にしていました。

　第一保育園では３月７日、親

子で人形劇を楽しみました。

　上演されたのは「うさぎとか

め」「きき耳ずきん」の２作品。

親子らは千葉県の人形劇団貝の

火による人形劇に見入っていま

した。

　また、上演後には出演した人

形と園児たちが笑顔で触れ合い

ました。

　子育保育園では３月３日、園児がホールに

集まってひな祭りを祝いました。

　ホールに集まった園児たちはまずイスとり

ゲームを行い、みんなで楽しみました。

　その後、年長組の25人がくじ引きで配役

を決め、ひな人形の仮装をして等身大のおひ

なさまに大変身。

　楽器やひしゃくなどを手に持ったかわいら

しいおひなさまの出現に、他の園児たちは大

喜びの歓声をあげていました。

　村文化協会（諸田義幸会長）主催による第27回村民芸能

祭が３月22日、村公民館多目的ホールで開催されました。

　日ごろの成果を披露したのは同協会に所属する33団

体。会場には300人の観客が来場しました。

　今年はコーラス・アンダンテ、昭和の湯カラオケ友

の会の２団体が新たに参加し、美声を披露。このほか、

今年の芸能祭では53もの演目が披露され、舞踊や詩吟、

大正琴やダンスなど、多彩な内容となりました。

　またこの日、長年にわたり芸能祭の発展向上に尽力さ

れてきた廣田利根雄さん（鎌沢）に、文化協会から感謝

状が贈られました。

いざ!!脳トレ 親子で人形劇

等身大のひな人形

多彩な演目を披露

上演後人形と交流

息の合ったダンスを披露（しらゆりフォークダンス）

体を使って脳トレ

久しぶりの計算ドリル

等身大のひな人形
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行
政
相
談
は
、
国
道
・
国
税
・

登
記
な
ど
の
国
の
業
務
、
国
民
年

金
・
生
活
保
護
な
ど
に
つ
い
て
の

苦
情
や
意
見
を
受
け
ま
す
。

　

相
談
を
受
け
る
行
政
相
談
員
は

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
有
識

者
で
す
。
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い

て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

■
開
設
日　

５
月
７
日
（
木
）

■
開
設
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

■
場
所　

役
場
会
議
室

■
行
政
相
談
員　

後
藤
金
松
さ
ん

５
月
７
日(

木)

に

 

行
政
相
談
所
を
開
設

総
務
課　

内
線
14

(

大
河
原)

子
育
て
応
援
特
別
手
当

の
申
請
を
受
け
付
け

保
健
福
祉
課　

内
線
25

■
対
象　

平
成
14
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
子
で
、
第
２
子
以
降

の
子

■
給
付
額　

１
人　

３
万
６
千
円

■
申
請
者　

世
帯
主　

※
次
の
い

ず
れ
か
の
人
は
代
理
申
請
が
行
え

ま
す　

①
世
帯
主
と
同
一
世
帯
の

人
、
②
世
帯
主
の
法
定
代
理
人
、

③
民
生
児
童
委
員
、
そ
の
他
村
長

が
認
め
る
人

■
申
請
方
法　

◎
郵
送
の
場
合　

申
請
書
、
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
、
通
帳
の
写
し
を

同
封
の
う
え
返
信
用
封
筒
で
返
信

◎
直
接
申
請
す
る
場
合　

申
請
書
、

印
鑑
、
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
、
通
帳
を
持
参
の
う

え
保
健
福
祉
課
に
申
請　

※
受
付

時
間　

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

■
申
請
期
限　

９
月
16
日
（
水
）

■
注
意　

同
じ
人
が
扶
養
し
て
い

る
別
居
の
児
童
で
、
平
成
２
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
に

該
当
す
る
人
は
、
保
健
福
祉
課
に

問
合
わ
せ
の
う
え
、
直
接
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
保
険

証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
福
祉

係
ま
で
。

同
時
入
所
で
３
人
目
の

 

保
育
料
が
無
料
に

保
健
福
祉
課　

内
線
25

　

国
の
保
育
所
徴
収
金
基
準
額
表

改
正
に
よ
り
、
村
の
基
準
額
表
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
４
月
か
ら
、
３
人

以
上
の
子
ど
も
が
同
時
に
保
育
園

に
入
所
し
た
場
合
、
３
人
目
以
降

の
子
ど
も
の
保
育
料
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
福
祉

係
ま
で
。

世
界
卓
球
を

 

観
戦
し
よ
う
!!

教
育
委
員
会
事
務
局　

内
線
53

　

昭
和
村
と
交
流
の
あ
る
横
浜
市

で
、
２
０
０
９
年
世
界
卓
球
選
手

権
横
浜
大
会
が
４
月
28
日
（
火
）

か
ら
５
月
５
日
（
火
）
に
か
け

て
、
横
浜
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
横
浜
市
の
好
意
に

よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
を
こ
の
大

犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ
　犬の登録と狂犬病予防注射を右の表のとおり

行います。生後３か月以上の犬を飼っていて、

今年度に予防注射を未接種の場合には、必ず受

けさせてください。登録済の犬の場合、個々に

ハガキが送付されます。また、未登録の犬の場合、

会場で登録と注射を受けることができます。

■費用　登録済みの場合　３,３００円

　　　　新規登録の場合　６,４００円

■注意事項　①釣り銭のいらないようにお金を

用意してください、②未登録・未注射・放し飼

い・捨て犬は違法です、③犬は制御できる人が

連れてきてください。

■問い合わせ　保健福祉課　健康係（内線26）

実施日 場　　所 時　　間

5／18（月）

永井住民センター 午前 9:00～ 9:30
入 原 公 民 館 午前 9:40～10:10
川額集落センター 午前10:20～11:00
地域活性化センター 午前11:10～11:50
三ツ谷住民センター 午後 1:10～ 1:40

5／19（火）

生越住民センター 午前 9:30～10:00
旧農協貝野瀬支所 午前10:10～10:50
東 小 学 校 前 午前11:00～11:40
保 健 セ ン タ ー 午後 1:10～ 1:40

5／21（木）

板 戸 集 出 荷 場 午前 9:30～10:00
赤 城 原 区 民 館 午前10:15～10:45
赤谷住民センター 午前11:00～11:30
追分住民センター 午後 1:00～ 1:30
大河原住民センター 午後 1:40～ 2:10
農 村 婦 人 の 家 午後 2:20～ 2:50



25

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
し
ょ
う
わ
３
月
号
18
ペ
ー
ジ
掲

載
「
す
こ
や
か
ち
ゃ
ん
」
の
中
で
、
松

井
翔
夢
く
ん
の
お
母
さ
ん
を
「
絵
美
さ

ん
」
と
掲
載
ま
し
た
が
、正
し
く
は
「
美

絵
さ
ん
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

■もんだい
　平成21年度がスタートしました。
今年度の当初予算は安心安全・子育
てに重点をおいた編成となりまし
た。
　それでは問題です。今年、平成
21年度の一般会計の予算額は、○
○億８，８５０万円でしょうか？

▲

村に住んでいる人・勤めている人ならどなたで
も応募できます。

▲

賞品＝正解者の中から抽選で
村商工会商品券500円分を差し上げます。

▲

締め
切り＝５月１日(金)。

▲

発表＝「広報しょうわ」
５月号。

▲

答えは必ずハガキに書き、下記要領で
応募してください。

応募規定

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

△

３月号のクイズの答えは、「5000」発でし
た。応募総数は３通。当選者は次のとおり
です(敬称略)。おめでとうございます。

★真　下　亜　美　（13歳 )　森 下 下
★中　村　恒　太　（ ３ 歳 )　中 野 上

クイズ
キャッ

チボー
ル

豊
作
を
祈
る
初
牛
農
退
く
も

 

新
木　

武
治

友
元
気
何
時
も
の
く
せ
字
賀
状
く
る

 

金
井　

粂
子

野
兎
の
夜
の
散
歩
道
雪
明
り

 

小
林　

仁
作

初
牛
の
行
事
受
け
継
ぐ
年
男

 

横
坂　

庄
三

育
つ
孫
に
一
汁
一
葉
と
も
ゆ
か
ず

夕
餉
の
肉
の
鮮
度
を
選
り
ぬ

 

板
橋　

き
み
江

こ
こ
数
日
体
調
悪
く
痛
む
中
、
国

立
大
合
格
と
孫
伝
へ
く
る

 

堀
沢　

進

さ
は
や
か
な
笑
み
を
残
し
て
歌
友

去
れ
り
永と

久は

の
別か

れ
と
は
互
に
知

ら
ず 

星
野　

利
子

雪
に
籠
る
一
日
を
暖
房
の
部
屋
に

ゐ
て
書
き
と
ど
め
た
る
歌
を
整
理

す 

和
南
城　

き
の
江

寄
せ
書
き
を
始
め
し
日
の
覇
気
顕

ち
く
れ
ば
未
完
が
空
し
逝
け
ど
も

焼
け
ず 

今
井　

與
兵
衛

師
も
友
も
洋
子
さ
ん
惜
し
む
墓
詣

で
ひ
と
つ
思
い
に
皆
黙
し
を
り

 

堤　

み
ゑ

目
の
手
術
ま
ぎ
ら
す
為
か
眼
科
医

と
助
手
の
お
し
ゃ
べ
り
何
気
な
く

聞
く 

沢
浦　

芳
枝

美
容
院
よ
り
戻
れ
ば
す
ぐ
に
独
活

を
採
る
手
拭
ひ
首
に
帽
子
か
ぶ
り

て 

倉
沢　

美
代
子

楽
ら
く
で
老
の
身
な
れ
ど
努
力
し

て
我
が
身
の
長
寿
願
い
つ
つ
学
ぶ

 

角
田　

輝
枝

夕
光
に
熊
笹
の
糸
の
艶
だ
ち
て
た

だ
神
秘
な
り
古
木
群
れ
た
つ

 

中
村　

敏
子

着
ぶ
く
れ
て
福
茶
飲
み
け
り
老
二
人

 

梅
沢　

ま
つ

川
沿
い
の
村
に
霞
の
春
の
告
げ

 

大
河
原　

一
郎

佳
き
事
の
半
歩
で
も
良
し
年
新
た

 

杉
木　

哲
二

受
話
器
置
く
後
の
寂
け
さ
寒
燈
下

 

真
下　

章
子

広
報 

文
芸

俳

句

短

歌

会
に
無
料
招
待
し
ま
す
。

　

世
界
レ
ベ
ル
の
卓
球
を
間
近
で

観
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
観
戦
日　

４
月
30
日
（
木
）
午

前
６
時
役
場
出
発　

※
当
日
は
役

場
か
ら
横
浜
ア
リ
ー
ナ
ま
で
、
村

の
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
、①
住
所
、

②
氏
名
、
③
連
絡
先
④
生
年
月
日

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

■
定
員　

40
人　

※
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選

■
申
込
期
限　

４
月
20
日
（
月
）

午
後
５
時
ま
で

　

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
事
務

局
ま
で
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

消
費
者
被
害
を
防
ぐ
②

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」に

ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

　

子
ど
も
や
孫
、
弁
護
士
や
警

察
を
名
乗
る
人
か
ら
「
会
社
の

お
金
の
使
い
込
み
」「
交
通
事

故
の
示
談
金
」「
破は

廉れ
ん

恥ち

行
為

の
和
解
金
」
と
し
て
、
現
金
の

振
り
込
み
を
要
求
す
る
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
ら
、
あ
な
た
な

ら
ど
う
し
ま
す
か
？

　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
ら
、
ま
ず

①
電
話
を
切
っ
て
、
一
呼
吸
お

き
ま
し
ょ
う
。

②
あ
な
た
が
把
握
し
て
い
る
子

ど
も
や
孫
の
連
絡
先
、
公
共
機

関
、
会
社
で
あ
れ
ば
電
話
帳
で

調
べ
た
番
号
へ
連
絡
し
、
事
実

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
電

話
の
相
手
が
教
え
た
番
号
に
は

絶
対
電
話
し
な
い
）

③
独
り
で
判
断
し
な
い
で
、
身

近
な
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

確
認
し
た
結
果
、
電
話
内
容

の
事
実
は
な
か
っ
た
。
身
近
な

人
も
不
審
だ
と
言
う
場
合
に
は
、

す
ぐ
振
り
込
ま
な

い
で
、
警
察
に
通

報
し
ま
し
ょ
う
。
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広く村民の皆さんに呼びかけたいことがあり

ましたら、このページをご利用ください。

informaition

開
校
50
周
年
記
念
誌
を

 

販
売

◆
大
河
原
小
学
校

　

大
河
原
小
学
校
で
は
今
年
、
昭

和
35
年
の
開
校
以
来
50
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、「
大
河
原
小

学
校
50
周
年
記
念
誌
」
を
９
月
に

発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
記
念
誌
を
希
望

さ
れ
る
方
に
有
償
で
販
売
い
た
し

ま
す
。

▼
記
念
誌
の
概
要　

Ａ
４
サ
イ
ズ
、

140
ペ
ー
ジ
程
度

▼
内
容　

卒
業
生
・
在
校
生
の
寄

稿
、
昭
和
35
年
の
開
校
か
ら
平
成

21
年
ま
で
の
授
業
風
景
や
行
事
の

写
真
な
ど

▼
発
行
日　

９
月
下
旬
（
予
定
）

▼
価
格　

一
冊　

２
，
０
０
０
円

▼
お
知
ら
せ

（
送
料
別
）

▼
申
込
方
法　

専
用
の
申
込
用
紙

に
代
金
を
添
え
て
大
河
原
小
学
校

へ
申
し
込
み

▼
問
い
合
わ
せ　

大
河
原
小
学
校

☎
０
２
７
８

－

２
４

－

７
１
６
６

定
額
給
付
金
を
装
っ
た

 

詐
欺
に
ご
用
心

◆
県
治
安
回
復
対
策
室

　

全
世
帯
に
給
付
さ
れ
る
定
額
給

付
金
を
利
用
し
て
、
振
り
込
め
詐

欺
や
個
人
情
報
の
不
正
入
手
な
ど
、

犯
罪
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
連
絡
が
あ
っ
た
場

合
は
、
定
額
給
付
金
に
関
す
る
詐

欺
を
疑
い
、
家
族
や
友
人
、
ま
た

は
最
寄
り
の
警
察
署
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

①
国
や
県
、
市
町
村
な
ど
か
ら
、

現
金
自
動
預
け
払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

の
操
作
を
依
頼
さ
れ
た
。

②
給
付
に
際
し
、
手
数
料
な
ど
の

振
り
込
み
を
要
求
さ
れ
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

県
治
安
回
復
対

策
室　

☎
０
２
７
ー
２
２
６
ー
２

３
５
６

横
浜
市
開
港
150
周
年
記
念

 

イ
ベ
ン
ト
に
行
こ
う

◆
赤
城
林
間
学
園

　

村
と
の
交
流
都
市
で
あ
る
横
浜

市
で
は
今
年
、
１
８
５
９
年(

安

政
６
年)

の
開
国
・
開
港
か
ら
150

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
未
来
へ

の
「
出
航
」
を
テ
ー
マ
に
、
横
浜

の
歴
史
や
魅
力
が
満
載
の
博
覧
会

「
開
国
博
Ｙ
150
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
は
、
み
な
と
み
ら
い
地
区

を
中
心
と
し
た
メ
イ
ン
会
場
「
ベ

イ
サ
イ
ド
エ
リ
ア
」。食
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
が

立
ち
並
ぶ
、
横
浜
駅
周
辺
か
ら
山

下
・
山
手
地
区
の
「
マ
ザ
ー
ポ
ー

ト
エ
リ
ア
」。
自
然
豊
か
な
ズ
ー

ラ
シ
ア
近
隣
に
広
が
る
「
ヒ
ル
サ

イ
ド
エ
リ
ア
」
の
、「
海
」「
街
」「
自

然
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
3
つ
の
エ

リ
ア
か
ら
な
り
ま
す
。

　

な
お
、入
場
に
は
入
場
チ
ケ
ッ

ト
が
必
要
と
な
る
会
場
が
あ
り
ま

す
。お
得
な
前
売
券
を
赤
城
林
間

学
園
で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
役

場
企
画
課
に
も
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

▼
開
催
期
間　

４
月
28
日
（
火
）

〜
９
月
27
日
（
日
）

▼
イ
ベ
ン
ト
公
式
Ｈ
Ｐ　

http://
event.yo

ko
ham
a 150.o

rg/

▼
問
い
合
わ
せ　

横
浜
市
少
年
自

然
の
家
赤
城
林
間
学
園　

☎
０
２

７
８

－

２
４

－

７
０
１
１

平
成
21
年
度
自
衛
官
等

 

採
用
試
験
を
実
施

◆
自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

　

平
成
21
年
度
の
各
種
自
衛
官
等

▼
募　

集

　入学や就職などで新しい生活が始まる４月は、犯
罪や交通事故の増加が懸念されます。次のことに注
意して、安全安心なまちをつくりましょう。
○自転車盗難や車上狙いに注意
　・自転車は放置せず、頑丈な鍵で二重ロック
　・自動車を駐車する際は鍵を抜き、ドアをロック
　・自動車内に貴重品を置かない
○子どもを狙った犯罪に注意
　・日ごろから子どもと安全対策について話し合う
　・外出時は、行き先や帰宅時間を家族に知らせる
　・知らない人にはついて行かない、危険を感じた

ら大声で助けを呼ぶ
・地域の大人が協力して通学路などの危険か所を
チェックする
○自転車の運転に注意
　自転車は、手軽で便利な乗り物ですが、その乗り
方を間違えると相手を傷つける凶器にもなります。
　主な交通違反…飲酒運転・信号無視・指定場所一
時不停止・無灯火・二人乗り・並進・傘さし運転・
右側通行・ブレ－キ不良・携帯電話使用など
　車を運転する際は、正しい交通ル－ルとマナーを
守って、安全運転に努めましょう。

犯罪や交通事故に注意しましょう
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の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

幹
部
候
補
生
　
　

▼
受
験
資
格　

22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
人　

※
修
士
学
位
取
得
者
は

28
歳
未
満

▼
募
集
期
限　

５
月
12
日
（
火
）

▼
試
験
日　

５
月
16
日
（
土
）

▼
場
所　

新
町
駐
屯
地

一
般
曹
候
補
生
　
　

▼
受
験
資
格　

18
歳
以
上
26
歳
未

満
の
人

▼
募
集
期
限　

５
月
12
日
（
火
）

▼
試
験
日　

５
月
23
日
（
土
）

▼
場
所　

新
町
駐
屯
地

二
等
陸
・
海
・
空
士
　

▼
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
性

▼
募
集
期
間　

随
時

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

m
od.go.jp/pco/gunm

a/

▼
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
沼
田
地

域
事
務
所　

☎
０
２
０
７
８

－

２

３

－

４
１
１
１

こ
ん
な
と
き
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
は
、加
入
者（
被
保
険

者
）
が
、
就
職
し
た
と
き
や
退
職

し
た
と
き
な
ど
、
次
の
よ
う
な
機

会
ご
と
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者

や
学
生
な
ど
）
▼
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
た
と
き
…
勤
務

す
る
事
業
所
が
社
会
保
険
事
務
所

へ
届
け
出　

▼
結
婚
な
ど
で
、
第

３
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
と
き
…

配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提

出
、
事
業
所
が
社
会
保
険
事
務
所

へ
届
け
出

　

第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や

公
務
員
な
ど
）
▼
退
職
し
た
と
き

…
本
人
が
市
町
村
国
民
年
金
担
当

係
へ
届
け
出　

▼
退
職
し
て
、
第

３
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
と
き
…

配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提

出
、
事
業
所
が
社
会
保
険
事
務
所

へ
届
け
出

　

第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
）
▼
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
た
と
き
…
勤
務

す
る
事
業
所
が
社
会
保
険
事
務
所

へ
届
け
出　

▼
収
入
増
、
配
偶
者

の
退
職
、
離
婚
な
ど
で
、
第
３
号

被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
…

本
人
が
市
町
村
国
民
年
金
担
当
係

へ
届
け
出

　

必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
減
額

さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
渋

川
社
会
保
険
事
務
所　

☎
０
２
７

９

－

２
２

－

１
６
０
７
ま
で
。

う
ぶ
ご
ええええ

お
く
や
みみみみ

宿

加か

藤と
う　

小こ

暖は
る

ち
ゃ
ん

　

洋
千　

夏

さ
ん
の
子
３
月
25
日
生

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

大
河
原　

眞
庭　

は
や
め
さ
ん

 

58
歳　

３
月
３
日
没

　
　
　
　

武
川　

秀
雄
さ
ん

 

92
歳　

３
月
５
日
没

根　

岸　

倉
澤　
　

愛
さ
ん

 

76
歳　

３
月
10
日
没

藤　

井　

吉
田　

喜
野
さ
ん

 

87
歳　

３
月
11
日
没

下　

宿　

綿
貫　

丈
夫
さ
ん

 

56
歳　

３
月
15
日
没

大
河
原　

土
澤　

フ
ミ
子
さ
ん

 

81
歳　

３
月
15
日
没

中
内
出　

加
藤　

光
司
さ
ん

 

80
歳　

３
月
15
日
没

追　

分　

馬
場　

玉
次
さ
ん

 

93
歳　

３
月
16
日
没

永
井
下　

藤
井　

公
雄
さ
ん

 

66
歳　

３
月
18
日
没

追　

分　

生
方　

ア
サ
子
さ
ん

 

67
歳　

３
月
19
日
没

滝　

寺　

飯
塚　

た
け
さ
ん

 

79
歳　

３
月
22
日
没

赤　

谷　

栁
岡　

千
秋
さ
ん

 

84
歳　

３
月
23
日
没

※ 

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

窓
口
窓
口で

す
３
月
届
出
分

特設人権相談所
　家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じます。
◆日時：５月７日（木）、午後１
時30分～４時、◆会場：役場会
議室

健康相談
　高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：４
月30日（木）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター☎２４－
５１１１

こころの相談
　「眠れない」、「イライラして落ち
着かない」など、心に悩みを持つ
人はご相談ください。専門家が相
談に応じます。◆日時：５月１日
（金）、午後１時30分～（事前に
電話予約を）、◆会場：沼田保健
福祉事務所☎２３－２１８５

女性相談センター
　パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時、◆相談専用電話☎
０２７－２３１－４４８８

そうだんがいど

今・月・の・納・期
　国民健康保険税１期、介護保険
料１期、後期高齢者医療保険料１期、
保育料４月分、学校給食費４月分は、
４月30日（木）が納期です。完納
にご協力下さい。

わが村の人口

人　口 7,757人 (－24)
　男 3,844人 (－14)
　女 3,913人 (－10)
世帯数 2,281世帯 ( ±０)

※（　）内は前月比
４月１日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

赤
城
原

第　

二
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